
▲昨年12月16日(火)､町内3つの幼稚園では毎年恒例のもちつきが

行われました｡ (写真は第一幼稚園)

●成人式

日　時1月12日(月･祝)

午前10時～

場　所　町民文化センタ一　大ホール

式　典　記念品贈呈･祝辞･記念撮影･

成人者の意見発表など
*案内状の届いていない方は､お問い合

わせください｡

対象:昭和58年4月2日～

昭和59年4月1日生まれの方
*入場自由｡ご家族の観覧もどうぞ!

問合せ　生涯学習課町民文化センタ一班

℡83･7021

.千,(.I ･･.:･:I:十･ ′工.子二十pl

●消防出初式
日　時1月7日(水)

午前10時～

場　所　寄みやま運動広場

内　容　消防操法(第4･第7分団)

はしご乗り演技･各種表彰など
*午前7時に鐘を鳴らします｡火災とお

間違いのないようご注意ください｡

問合せ　庶務課防災交通班
℡83･1221

●賀詞交換会･表彰式
日　時1月5日(月)

午前10時～

場　所　町民文化センタ一　大ホール
*町の発展のために寄与された方々の功

績をたたえ､表彰式を行います｡

(2面参照)
*会場への入場は自由です｡お気軽にご

来場ください｡

聞合せ　庶務課庶務班℡83･1221
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

平
成
1
 
6
年
の
輝
か
し
い
年
頭
に
あ
た
-
､
町
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
･
 
'
2
よ
-
お
祈
-
申
し
上
げ
ま
す
.

国
は
､
景
気
回
復
の
兆
し
を
本
格
的
軌
逆
に
乗
せ
る
こ
と
を

最
貴
賓
課
題
と
し
､
年
金
改
革
や
1
兆
円
の
補
助
金
削
減
､
国

か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
複
､
地
方
交
付
税
の
見
直
し
を
す
る
地

方
財
政
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
構
達
改
革
を
並
進
し
て
お
-
ま

す
｡

町
に
お
い
て
も
そ
の
痛
み
を
受
け
､
今
年
度
も
厳
し
い
財
政

埋
骨
を
余
儀
な
-
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
､
新
た
な

発
想
と
創
意
工
夫
に
･
 
I
?
が
け
､
優
鬼
事
業
を
見
極
め
､
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
効
率
的
･
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
る
よ
う
最

大
限
努
力
を
し
て
い
-
所
存
で
す
｡

昨
年
は
､
の
ど
か
な
我
が
町
で
通
･
r
魔
殺
人
事
件
が
起
こ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
､
消
防
団
を
は
じ
め
､
町
民
の
皆
き
ま
の

ご
協
力
に
よ
･
r
解
汰
し
ま
し
た
｡
こ
の
出
来
事
を
教
朝
に
､
さ

ら
に
妥
仝
･
妥
･
.
?
の
ま
ち
づ
-
-
の
た
め
の
施
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
｡
今
年
度
は
､
平
成
1
 
6
､
1
 
7
年
度
で
行
う
県
下
で
一

番
せ
い
庁
舎
の
建
替
え
事
業
が
ス
タ
ー
-
し
ま
す
｡
防
叉
拠
点

と
し
て
の
庁
舎
､
町
民
の
皆
様
に
使
い
勝
手
の
良
い
愛
さ
れ
る

庁
舎
を
極
力
魚
敵
を
省
き
建
鼓
し
て
い
き
ま
す
｡

ま
た
､
高
齢
者
や
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
-
､
妥
･
'
?
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
-
-
を
並
進
し
て
い
き
ま
す
｡
3
月
に

バ
リ
ア
7
-
-
化
の
一
環
と
し
て
斬
鍵
田
駅
の
エ
レ
ベ
-

し
ま
す
｡
子
育
て
兵
っ
最
中
の
皆
さ
ん
に
好
奇
の

セ
ン
タ
ー
も
史
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
｡

題
で
あ
る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
､
ま
ず
駅
周
.
R
J

が
必
鼻
で
あ
-
､
地
元
地
権
者
や
開
催
者
と
協
議

船
田
駅
南
口
駅
前
･
広
場
整
備
事
業
を
進
め
る
と
同

つ
-
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン
-
を
嶺
極
的
に
仕
掛

活
性
化
へ
､
農
業
で
は
付
加
価
値
を
つ
け
た
事
業
鹿

渡
を
行
っ
て
い
き
ま
す
｡

遁
事
業
は
､
平
成
1
 
8
年
に
船
田
地
区
が
終
了
す
る

い
よ
い
よ
水
源
の
森
林
で
あ
る
寄
地
区
の
生
活
排
水

事
業
の
計
画
に
入
っ
て
い
き
ま
す
｡

妥
･
.
_
)
し
て
楽
し
-
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
-
-
の
施
策
を

み
重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
､
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

し
､
牛
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

督
町
長
名
村
俊
介
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平成16年1月1日

山岸　勝氏
(かなん沢)

町議会議員20年

消防団団長4年

飯田玉雄氏
(弥勤寺)

町議会議員8年
農業委員9年

山岸宇三郎氏
(虫沢日代)

町議会議員1 6年

大森一彦氏
町職員33年

松田町収入役7年
松田町助役4年

永山健一氏
(伸町屋)

町議会議員1 2年

行政協力委員6年

佐藤道夫氏
(弥勤寺)

町職員35年
松田町収入役4年

収入役

鍵和田毅志氏
(神山)

井上　武氏
(宮前)

町議会議員1 2年

行政協力委員2年

利根川　茂氏
(町屋)

町職員39年

く　＼

＼ゝ._･ノ

1
月
5
日
(
月
)
､
午
前
1
 
0
時
か
ら
松
田
町
表
彰
式
が
､
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ

れ
ま
す
｡
こ
れ
は
､
長
年
に
わ
た
り
､
町
の
政
治
･
経
済
･
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
､
地
域
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
功
績
を
称
え
､
表
彰
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

受
賞
者
は
､
行
政
･
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
､
日
月
2
8
日
(
金
)
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
審
査

会
で
の
厳
正
な
審
査
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
｡

一
般
表
彰
(
9
名
)

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

方
､
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
ま
す
｡

感
謝
状
(
1
 
0
名
)
～

町
の
表
彰
式
に
併
せ
て
'
各

種
要
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
方

々
や
寄
付
さ
れ
た
方
な
ど
に
贈

ら
れ
ま
す
｡

町
職
員
人
事
異
動

自
治
功
労
表
彰
(
8
名
)

町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ
れ
た

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
と
認
め
ら
れ
る

方
に
贈
ら
れ
ま
す
｡

㈱
小
梶
藤
幸
氏
(
沢
尻
)

行
政
協
力
委
員

安
達
幸
雄
氏
(
豊
沼
)

行
政
協
力
委
員

渋
谷
　
猛
氏
(
大
寺
宮
地
)

行
政
協
力
委
員

岡
部
正
義
氏
(
土
佐
原
)

行
政
協
力
委
員

9
年

6
年

6
年

4
年

大
寺
宮
地
い
き
い
き

活
動
ク
ラ
ブ
(
大
寺
宮
地
)

地
域
環
境
整
備
､

福
祉
活
動
に
尽
力

内
田
　
晃
氏
(
茶
屋
)

町
職
員

田
代
浩
一
氏
(
城
山
)

町
職
員

石
井
　
久
氏
(
萱
沼
)

町
職
員

熊
洋
書
彦
氏

町
職
員

2
5
年

2
5
年

米
長
　
修
氏
(
宮
前
)

行
政
協
力
委
員

内
藤
　
保
氏
(
中
里
)

行
政
協
力
委
員

渡
辺
　
亨
氏
(
城
山
)

行
政
協
力
委
員

熊
揮
辰
男
氏
(
弥
勤
寺
)

行
政
協
力
委
員

井
揮
善
丁
郎
氏
(
中
山
)

行
政
協
力
委
員

大
館
　
明
氏
(
宇
津
茂
)

行
政
協
力
委
員

諸
星
　
優
氏
(
弥
勤
寺
)

地
域
環
境
整
備
に
尽
力

荻
野
前
住
民
(
弥
勤
寺
)

地
域
環
境
整
備
に
尽
力

3
年
　
轡
･
収
入
役
が
就
任

2
年
　
昨
年
'
日
月
2
 
0
日
(
木
)
に
開
催
さ
れ
た
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
'
空
席
と

な
っ
て
い
た
収
入
役
に
､
前
総
務
部
長
の
鍵
和
田
毅
志
氏
が
選
任
同
意
さ
れ
'

1
 
2
月
1
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
｡

2
年

2
年

2
年

2
年

2
5
年

2
5
年

松
田
自
動
車
組
合

代
表
　
石
井
輝
雄
氏

福
祉
行
政
に
寄
付
(
自
動
車
)

松
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

代
表
　
遠
藤
清
之
乗
氏

観
光
行
政
に
寄
付

(
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
)

の
他
の
職
貞
人
事

【
部
　
長
　
級
】
　
2
名

▼
○
総
務
部
長
=
尾
登
孝
明
(
総
務

部
企
画
財
政
課
長
)
　
▼
○
教
育
委
員

会
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長
=
橋
本
豊

三
　
(
議
会
事
務
局
長
)

【
課
　
長
　
級
】
　
4
名

▼
○
総
務
部
企
画
財
政
課
長
=
杉
田

照
明
(
総
務
部
庶
務
課
専
任
主
幹
)

▼
議
会
事
務
局
長
=
山
岸
達
彦
(
総

務
部
庶
務
課
長
)
　
▼
総
務
部
庶
務
課

長
=
田
代
清
(
教
育
委
員
会
教
育
課

長
)
　
▼
教
育
委
員
会
教
育
課
長
-
夏

苅
徹
(
教
表
具
耳
貞
会
生
涯
学
習
課
長
)

※
○
印
は
昇
格
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町民の皆さんの声を町政に反映するため､ 11月20日

(木)から23日(日･祝)にかけて､町内5会場で町政懇

談会を開催しました｡悪天候の開催日もあった中､総

勢130名にのぼる方々にご参加いただき､ありがとうござ

いました｡

懇談会では､ ｢これからの町政に期待すること｣をテーマ

に､町の活性化策や合併問題等について､多数の貴重なご

要望･ご意見をいただきました｡

また､この1月から当町で始まった｢その他プラスチッ

ク製容器包装の分別収集｣の説明と､ ｢庁舎建設計画｣につ

いての概要説明も併せて行いました｡

以下､皆さんからいただいたご意見･ご要望について､

ご紹介していきます｡

【問合せ】企画財政課　℡83･ 1222

県民集会にご創時.I
～水源環境の保全と税制措置について考えよう～

水源環境を保全･再生するための施策や､そのための

費用負担のあり方について､県民の皆さんと一緒に考え
る｢県民集会｣を開催します｡ご参加お待ちしています｡

日　時1月24日(土) 13時～15時

場　所　足柄上合同庁舎2階　大会議室

(開成町吉田島2489-2)

※小田急線新松田駅から徒歩15分｡バスを利用される

方は､新松田駅より｢関本｣行きに乗車し､ ｢合同庁

舎｣バス停にて下車｡

その他　手話通訳､保育(満2歳～就学前の幼児)有
※保育希望の方は1週間前までに下記へ予約｡

聞合せ　℡83･5111 (代表番号)

足柄上地区行政センター　県民課(内線244)

足柄上県税事務所　管理課(内線372)

昨年､ 11月8日から､静岡県で開催さ

れた｢第3回全国障害者スポーツ大会『わか

ふじ大会』｣で､町内在住の2選手が優秀な成績

を収めました｡高校生の山岸寛之さん(神山)は､

走幅跳(4m21cm)で4位､ 1500m (4分40

秒90)で3位､また亀井由美子さん(湯の沢)

はフライングディスクのディスタンス(25m10c

m)で2位､アキュラシー5m (5点)で5位と

実力をいかんなく発揮されました｡

全国大会では､さまざまな地域の選手との交流

に刺激を受けたとのこと｡今後の抱負を伺ったと

ころ｢一生懸命練習を重ねて､次の大会では今回

以上の成績を残せるように頑張ります｣と､現状

に満足することなく､次の目標に向かう前向きな

姿勢が印象的でした｡
▲大会の結果報告に訪れた亀井さん(左)と

山岸さん(右)

町
政
全
般
に
つ
い
て
の

ご
意
早
ご
要
望

▼
防
災
･
防
犯
に
つ
い
て

○
防
災
備
蓄
用
品
の
数
は
足
-
る
の

か
｡

○
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
-
い
｡

○
防
犯
に
つ
い
て
､
各
団
体
の
横
の

連
携
が
な
い
の
で
､
統
1
的
な
防
犯

体
制
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
｡

○
松
田
中
学
校
に
は
フ
ェ
ン
ス
が
無

く
防
犯
上
危
険
な
た
め
'
対
策
を
し

て
も
ら
い
た
い
｡

○
萱
沼
の
バ
ス
停
か
ら
人
家
の
あ
る

場
所
ま
で
が
暗
い
の
で
'
防
犯
灯
を

設
置
し
て
ほ
し
い
｡

▼
合
併
に
つ
い
て

○
合
併
問
題
を
積
極
的
に
推
進
し
て

も
ら
い
た
い
｡

○
町
村
合
併
に
つ
い
て
'
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
｡
町
民
意
識
調
査

な
ど
ほ
行
う
の
か
｡

○
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
､
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
す
る
な
ど
'
長
い
ス
パ

ン
で
行
う
の
が
良
い
の
で
は
｡

▼
道
路
･
交
通
に
つ
い
て

○
町
内
の
狭
い
道
路
を
拡
幅
し
て
も

ら
い
た
い
｡

○
町
道
4
号
線
は
生
活
道
路
と
な
っ

て
お
り
'
拡
幅
と
県
道
へ
の
格
上
げ

を
行
え
な
い
か
｡

○
町
道
1
 
9
号
線
を
朝
夕
一
方
通
行
に

し
て
ほ
し
い
｡

○
土
佐
原
林
道
を
町
道
化
し
て
も
ら

い
た
い
｡

○
萱
沼
に
は
道
路
が
一
本
し
か
な
い

の
で
八
沢
へ
抜
け
る
道
路
を
整
備
し

て
も
ら
い
た
い
｡

○
国
道
2
4
6
号
は
通
行
量
が
多
い

の
で
'
騒
音
･
排
ガ
ス
の
対
策
を
し

て
も
ら
い
た
い
｡

▼
ご
み
'
環
境
､
水
道
に
つ
い
て

○
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
'
ご
み
パ

ト
ロ
ー
ル
は
行
政
職
貞
だ
け
で
な
く

住
民
一
体
と
な
っ
て
行
っ
た
ら
よ
い

の
で
は
な
い
か
｡

○
住
民
中
心
の
ご
み
拾
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
｡

○
古
-
な
っ
た
農
機
具
の
エ
ン
ジ
ン

に
つ
い
て
'
東
部
清
掃
組
合
と
相
談

し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
｡

○
寄
の
汚
水
処
理
に
つ
い
て
'
早
期

の
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
｡

▼
公
共
施
設
に
つ
い
て

○
小
さ
な
子
ど
も
が
親
子
で
遊
べ
る

屋
外
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
｡

○
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
供
用
を
再
開

し
て
ほ
し
い
｡

○
遊
休
施
設
等
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
｡

○
コ
ス
モ
ス
館
に
利
用
者
が
入
り
や

す
い
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
｡

▼
教
育
'
生
涯
学
習
等
に
つ
い
て

○
町
民
体
育
大
会
を
復
活
し
て
も
ら

い
た
い
｡

O
｢
学
び
の
広
場
｣
　
の
紙
面
の
工
夫

を
お
願
い
し
た
い
｡

○
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
･
指
導
へ

の
予
算
を
増
や
し
て
ほ
し
い
｡

▼
そ
の
他

○
懇
談
会
に
つ
い
て
'
関
心
の
あ
る

問
題
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
方
法
で
'

テ
ー
マ
別
に
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
｡

○
今
後
の
町
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
､

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
｡

そ
の
他
プ
ラ
ご
み
に
つ
い
て
の

こ
意
早
二
要
望

○
周
知
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
｡

○
自
治
会
単
位
な
ど
で
説
明
会
を
開

催
し
て
ほ
し
い
｡

○
分
別
収
集
に
つ
い
て
､
分
か
-
辛

す
い
説
明
書
な
ど
を
配
布
し
て
も
ら

い
た
い
｡

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の

ご
意
早
ご
要
望

○
町
の
防
災
拠
点
と
な
る
よ
う
に
'

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
｡

○
住
民
投
票
を
行
い
'
決
定
し
て
ほ

し
い
｡

○
建
設
費
を
他
の
事
業
に
回
し
た
ら

ど
う
か
｡

○
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
､
立
体
駐

車
場
に
し
た
ら
ど
う
か
｡

○
会
議
室
が
多
い
よ
う
に
思
う
｡

○
周
辺
住
民
へ
の
説
明
を
行
う
と
共

に
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
｡

○
土
日
の
工
事
は
や
め
て
ほ
し
い
｡

懇
談
会
で
皆
さ
ん
よ
-
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
･
ご
提
案
は
'

こ
れ
か
ら
の
町
政
の
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
き
､
よ
り
良
い
町
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
｡
ご
意
見
に
つ
い
て
は
'

町
長
を
は
じ
め
と
す
る
担
当
職
員

よ
-
そ
の
場
で
回
答
を
行
い
'
調

査
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
､

お
時
間
を
い
た
だ
き
回
答
す
る
形

を
と
っ
て
い
ま
す
｡
限
ら
れ
た
紙

面
に
つ
き
'
す
べ
て
の
ご
意
見
･

ご
要
望
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
旨
'
ご
了
承
-
だ
さ
い
｡
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青色申告会では､所得税I消費税等､税理士等による個人の確定申告の

相談にのる無料相談会を行いますので､お気軽にご利用ください｡

1月24日(土)～3月15日(月) 9:00-17:00

※期間中､土･日･祝祭日も行っています｡

納税センター(旧小田原合同庁舎)　青色会館4階･5階会議室

小田原市本町2-3-24

(小田原駅東口より､徒歩10分)
･確定申告用紙等は､すべて用意してあります｡

･申告書をお預かりして､税務署へ提出することもできます｡

･お子さん連れの方に､キッズコーナーをご用意しています｡

小田原青色申告会　℡24･ 2613

2月7日(土) ※予約制･先着各150名

(1回目) 10:30-12:00　(2回目) 13:30-15:00

小田原市民会館　6階会議室(第6･7会議室)

青色申告会税金セミナー係あてに､電話･FAX･Eメール･ホー

ムページから申し込んでください｡

℡24･2613　FAX22･0936

Eメールアドレスinfo@aoir0-odawara.com

ホームページアドレス　http://www.aoir0-odawara.com

小田原青色申告会　℡24･ 2613

所得税の確定申告書の書き方や､個人事業税･住民税の申告相談などを

行います｡相談を受けられる方は､収入金額､必要経費および所得控除額

のわかるもの､同封の書類､印章など申告に必要なものをお持ちください｡

1月29日(木)　9:30-ll:30､ 13:00-16:00

※混雑する場合は､受付を早めに締め切ることがあります｡

町民文化センター(展示ホール)

税務課　℡83･1224

梅D)転 佰Y5ﾒ�

人口 ��"ﾃcナ�ﾂ�12,316人蔓 ち; 

うち男性 澱ﾃ��)�ﾂ�6,067人l 'Zh 

うち女性 澱ﾃC的�ﾂ�6,249人妻 

世帯 釘ﾃC的�)���3,869世帯等 

面積 �3r縱Vｶﾓ"�33.31km2宴 

うち田畑 �"紊Fｶﾓ"�19.71km1宴 

うち山林 �3"�3vｶﾓ"�3tOlkm卜 

うち宅地 ��紊�ｶﾓ"�3.59km2薫 

その他 ��經6ｶﾓ"�7km2蔓 

喜町の花.ホ �5(5�8(5り6�986X92�桜.黒松 

竺校数 傅ﾈｧxﾕ｣*I(hｧxﾕ｣"�小学校4､中学校1 

NQ463 (4)

励棚縛
16CbI63R 153

来月より､以下のとおり確定申告の受付が始まります｡期間内にお

忘れなく申告くださいますよう､ご協力お願いします｡

●日　時　2月16日(月)～3月15日(月)

9:00-16:00　※ただし､土日は除く

●場　所　町内各申告会場(2/1号おしらせ号に掲載予定)

●その他　申告用紙は､ 2月2日(月)より税務課窓口で､申告期間中

は申告会場にて配布します｡

【問合せ】　税務課　℡83･1224

*申告にあたってのお願い*

･受付期間の終了間際は､毎年大変混雑します｡お早めに準備を進め､

申告を済ませていただくことをお勧めします｡

･申告にあたり､収入や領収書等の内容について､色々とお聞きする

ことがあります｡これは正確な申告をするためですので､ご理解願い

ます｡なお､事前に添付書類(領収書等)の整理･計算をしていただ

けると､より迅速に申告ができます｡

盛衰診
句年4月か8

滴費税｢ここ｣が変わります!

①事業者免税点の引き下刑こ

納税義務が免除される基準期間の課税売上高の上限が､ 3千万円

から1千万円に引き下げられます｡

②簡易課税制度の適用上限が引き下げに

簡易課税制度が適用できる基準期間に課税売上高の上限が､ 2億

円から5千万円に引き下げられます｡

③捉額表示が義務付けに

事業者が消費者に対して､値札やチラシなどに商品やサービスの

価格を表示する場合には､消費税額(地方消費税を含む)を含め

た支払い総額の表示を行うことが必要になります｡

【問合せ】　小田原税務署　℡35･4511

交流開始から36年

遼

鴇

認

諾

莞

莞

莞

莞

莞

莞

莞

莞

莞

認

塊

莞

莞

莞

莞

｢
光
町
｣
と
い
え
ば
､
す
で
に
ご

存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
｡

そ
､
つ
き

桧
田
町
と
千
葉
県
匝
瑳
郡
光
町
は
､

昭
和
4
3
年
1
 
2
月
1
日
に
提
携
を
結
ん

だ
｢
姉
妹
町
｣
　
で
す
｡

光
町
は
'
千
葉
県
東
部
'
県
立
九

十
九
里
自
然
公
園
の
中
央
に
位
置
し
'

県
庁
所
在
地
で
あ
る
千
葉
市
か
ら
約

4
0
k
m
'
新
東
京
国
際
空
港
か
ら
は
約

2
 
0
k
m
と
い
う
都
心
か
ら
比
較
的
近
-
'

自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
な
ど
当
町

と
似
通
う
点
も
多
い
町
で
す
｡

ま
た
'
東
京
湾
横
断
道
路
　
(
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
)
　
の
開
通
に
よ
り
両
町
の

距
離
が
縮
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
､
地

震
等
の
災
害
発
生
時
の
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
｡

各
町
の
文
化
祭
へ
の
出
品
や
1
 
1
月

に
開
催
し
て
い
る
産
業
ま
つ
-
の
参

加
な
ど
を
通
じ
､
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
｡
姉
妹
町
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
さ

れ
る
新
鮮
な
長
ね
ぎ
や
落
花
生
'
熱
々

の
モ
ツ
煮
な
ど
'
こ
れ
ら
楽
し
み
に

毎
年
足
を
運
ぶ
お
客
さ
ん
も
多
-
'

昼
前
に
は
売
-
切
れ
と
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま
す
｡
(
写
真
左
)

昨
年
1
 
2
月
1
 
7
日
に
は
､
新
し
-
就

任
さ
れ
た
斉
藤
譲
町
長
を
は
じ
め
と

す
る
6
名
の
皆
さ
ん
が
当
町
を
訪
れ
､

説
明
を
受
け
な
が
ら
各
施
設
な
ど
を

見
学
さ
れ
'
更
な
る
親
交
を
深
め
ま

し
た
｡

千
葉
県
･
光
町
と
の
臓
朕
町
交
流
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このコーナーでは､役場の

業務内容を､担当職員のエ

ピソードなどを交えながら

紹介します｡

今月の行事
おは　な　し会　6日､20日､27日の火曜日　　　　寧

15:30-16:00､子どもフ-ナ-　褒

休　　館　　日　毎週月曜日､1日～4日(年始)　尊

13日(火)

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

年末年始は休館

新着図書
一一■　一　般　書　■･-

石川賢治

ボブ･ウッドワード

義家弘介

市川拓司

田代親世

たかぎなおこ

群ようこ

｢京都月光浴｣

｢ブッシュの戦争｣

｢不良少年の夢｣

｢いま会いにゆきます｣

｢韓国はドラマチック｣

｢ひとりぐらしも5年め｣

｢浮世道場｣

｢アホでマヌケなアメリカ白人｣マイケル･ムーア

｢恋する金魚｣　　　　ウェンデイ･マーカム

【今月の1冊】

｢小学校の不思議な常識｣

保育園を考える親の会oB編

小学校入学前･後の不安や悩
みに親の本音で答えます｡子ど
もの日常生活を見つめている立

場からの対処法をアドバイス｡

二:::::::≡

こどもクラブ編

さめじまゆかこ

リュック･ベッソン

ガンドルフイ

ウイルソン

いとうひろし

一一■　児　童　書

｢いつでもどこでも手話ソング｣

｢女の子のビーズはじめて絵本｣

｢アーサーと禁じられた王国｣

｢むだに過ごしたときの島｣

｢わたしのねこ｣

｢どろんこどろちゃん｣

【今月の1冊】

｢行ってみよう東京江戸たんけんガイド｣
田中ひろみ著

いまの東京には､よく見ると江

戸の史跡がたくさんあります｡
新撰組､お岩さんや勝海舟など
が実在した形跡が残っています｡

子どもでも楽しく探検できる方
法を紹介しています｡

*以上は新着183冊の抜粋です｡この広報に掲載さ

れた新着図書は6日から､その他新着図書の展示予

約は14日(水)､貸出は20日(火)から受け付けます

上段右より時計回り､武松泉､上大迫佳代子､山室恵子､露木

美江､遠藤和孝､北村みゆき､磯崎美頼子が担当します｡

率

　

蚤

　

昏

　

瀧

等

　

昏

　

奪

　

貞

聯

　

事

　

孝

　

義

㌦

　

汲

拶

　

琴

第
1
 
1
回
は
'
公
民
館
登
録
団

体
｢
手
編
み
の
会
｣
を
紹
介
し

ま
す
｡

寒
い
こ
の
季
節
'
温
か
な
セ
ー

タ
ー
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
'
毎
日

の
よ
う
に
袖
を
通
す
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
｡
そ
ん
な
必
需

品
を
､
自
分
の
好
き
な
毛
糸
を

使
い
'
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
や
模

様
を
施
し
な
が
ら
作
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
な
ら
'
な
お
さ
ら
愛

着
あ
る
も
の
に
な
る
｡
そ
ん
な

思
い
を
持
っ
た
編
物
好
き
の
仲

間
が
集
ま
っ
た
の
が
当
会
で
す
｡

教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
た

編
物
講
座
に
参
加
し
た
方
を
中

心
に
サ
ー
ク
ル
を
結
成
L
t
　
1
 
0

年
以
上
を
経
た
現
在
も
1
 
5
名
の

女
性
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
｡

主
に
､
毎
月
2
回
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
､
町

文
化
祭
や
バ
ザ
ー
へ
の
出
品
'

勉
強
会
や
仲
間
同
士
の
親
睦
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
｡
先
生

か
ら
指
導
を
受
け
る
形
で
は
な

-
､
編
物
が
好
き
な
仲
間
同
士

の
集
ま
-
な
の
で
､
基
礎
か
ら

き
っ
ち
り
習
い
た
い
方
は
少
し

物
足
-
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
､
編
物
歴
の
長
い
方
が
多
い

の
で
わ
か
ら
な
い
点
を
教
え
合

い
な
が
ら
'
楽
し
-
作
品
を
作
っ

て
い
ま
す
｡

決
ま
っ
た
課
題
な
ど
は
な
-
'

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
が
着
て
み

/

′

/

巻

　

瓜

等

　

ぬ

琴

　

褒

　

餐

　

褒

　

ぬ

琴

　

ぬ

㍊

穏

W

　

俄

等

　

昏

　

金

轡

汲
欝

た
い
物
､
作
っ
て
み
た
い
物
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
｡
簡
単
に
で

き
る
小
物
'
ま
た
複
雑
な
編
み

方
の
大
作
に
何
年
も
か
け
て
取

-
組
ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
｡

冬
だ
け
で
な
-
春
夏
に
は
サ
マ
ー

セ
ー
タ
ー
な
ど
と
年
間
を
通
じ

て
楽
し
め
る
趣
味
と
言
え
ま
す
｡

編
み
方
や
選
ぶ
毛
糸
に
よ
っ
て

雰
囲
気
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
-
そ

の
人
の
個
性
が
表
れ
る
の
で
'

｢
こ
の
模
様
は
素
敵
だ
け
れ
ど

ど
う
や
っ
て
編
む
の
-
｣
｢
次
は
､

私
も
こ
ん
な
作
品
を
作
っ
て
み

た
い
わ
｣
と
話
が
弾
み
ま
す
｡

仲
間
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を

見
る
こ
と
で
刺
激
を
与
え
ら
れ
､

さ
ら
に
創
作
意
欲
が
湧
い
て
き

ま
す
｡編

み
棒
と
糸
が
あ
れ
ば
､
個

人
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
編

物
で
す
が
､
編
物
が
好
き
な
仲

間
同
士
が
集
ま
り
'
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
過
ご
す
時
間
は
ま

た
楽
し
い
も
の
で
す
｡
あ
な
た

も
自
分
の
手
で
物
を
作
る
楽
し

み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
｡

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
活

動
の
様
子
を
気
軽
に
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
｡

【
サ
ー
ク
ル
情
報
】

●
会
費
　
千
円
程
度

●
日
時
　
毎
月
第
2
･
4
木
曜
日
､

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

●
場
所
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

温
習
U
轟
(
敬
称
略
)

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

あ
し
が
ら
カ
ッ
プ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

子
ど
も
(
小
学
生
)
1
 
5
名

一
般
男
子
8
 
1
名
､
一
般
女
子
3
 
5
名

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

1
 
1
月
1
6
日
(
日
)

松
中
体
育
館

町
体
育
協
会

1
0
チ
ー
ム
　
7
2
名

E
K
u
r

.
I
e
石

河
内
チ
ー
ム

寄
A
チ
ー
ム

神
山
､
湯
の
沢
A
チ
ー
ム

2
部

寄
B
チ
ー
ム

湯
の
沢
B
チ
ー
ム

町
屋
'
仲
町
屋
B
チ
ー
ム

優

　

勝

準
優
勝

子
ど
も
(
小
学
生
)
の
部

水
石
琢
哉
(
松
小
5
年
)

一
般
男
子
の
部

市
之
瀬
次
郎
(
沢
尻
)

1
1
月
1
6
日
(
日
)

小
田
原
ス
ポ
ー
ツ
会
館

小
田
原
市
剣
道
連
盟

4
年
男
子
の
部
　
3
 
7
名

4
年
男
子
の
部

オ
ニ
ー
ル
勇
志

(
寄
剣
道
ク
ラ
ブ
)

蒸
難
潜
　
1
 
1
月
1
 
6
日
(
日
)

湯
詳
撚
　
開
成
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園

∴

　

し

　

　

　

　

　

　

　

　

.

*
お
詫
び
と
訂
正
*

1
 
2
月
号
｢
サ
ー
ク
ル
紹
介
｣
　
の

聞
合
せ
先
に
誤
巧
が
あ
り
ま
し
た
｡

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
す
る

と
共
に
､
左
記
の
通
-
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

｢
キ
ル
ー
フ
レ
ン
ド
｣
問
合
せ
先

代
表
田
代
君
江
℡
8
2
･
4
6
7
2

!@***終
･r

･

*a

1
 
1
月
3
 
0
日
(
日
)

松
中
体
育
館

町
体
育
協
会

1
 
1
チ
ー
ム
　
7
 
4
名

A
ブ
ロ
ッ
ク

昏

　

車

　

寿

　

導

　

蚤

　

を

　

夢

　

鏡

野

　

飽

榊

轡

　

盛

轡

　

匁

等

　

脇

紛

W

　

率

拳

　

辱

　

餐

　

長

瀞

　

蚤

　

喪

　

金

轡

　

蓉

　

挙

　

車

　

奪

　

傘

　

寿

1

 

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

:

　

　

　

-

@

優
　
勝
　
宮
前
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
宮
前
B
チ
ー
ム

3
　
位
　
中
沢
'
湯
の
沢
B

B
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝
　
仲
町
屋
チ
ー
ム

準
優
勝
　
寄
B
チ
ー
ム

3
　
位
　
谷
戸
､
湯
の
沢
C
チ
ー
ム

｢
子
ど
も
は
宝
｣
を

モ
ッ
ト
ー
に

第
一
幼
稚
園
は
､
昭
和
5
 
0
年
に
町

立
の
幼
稚
園
と
し
て
町
で
最
初
に
開

園
L
t
　
平
成
2
年
3
月
に
園
舎
を
新

た
に
建
て
直
し
､
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
｡
園
務
の
内
容
に
は
'
大
き
-

分
け
る
と
指
導
･
管
理
･
渉
外
の
3

つ
が
あ
り
､
相
互
的
に
働
い
て
い
ま

す
｡

で
は
'
幼
稚
園
職
員
の
1
日
の
仕

事
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
｡
ま

ず
'
朝
1
番
に
安
全
の
た
め
に
保
育

室
の
点
検
を
行
い
'
1
日
の
保
育
活

動
に
関
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
綿
密

に
行
い
ま
す
｡

そ
し
て
'
い
よ
い
よ
登
園
す
る
子

ど
も
た
ち
の
出
迎
え
で
す
｡
こ
の
時

が
い
ち
ば
ん
嬉
し
い
時
で
も
あ
り
､

緊
張
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
｡
本
圃

で
は
､
積
木
､
ブ
ラ
ン
コ
'
紙
芝
居

な
ど
､
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を

膨
ら
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
保

育
内
容
を
心
が
け
て
い
ま
す
｡
松
田

の
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
行
事
､
親

や
祖
父
母
と
触
れ
合
う
行
事
な
ど
'

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

で
き
る
行
事
も
多
数
計
画
し
て
い
ま

す
｡

ま
た
､
本
国
に
は
給
食
調
理
室
が

あ
り
､
町
内
3
園
の
給
食
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
｡
出
来
立
て
で
､
育
ち
盛

り
の
時
期
に
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
給
食
で
あ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
'
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
雰
囲

気
づ
-
-
を
心
が
け
て
い
ま
す
｡

あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
､
見

送
り
時
間
が
や
っ
て
き
ま
す
｡
ま
だ

遊
び
足
り
な
い
子
ど
も
た
ち
を
帰
す

時
間
は
'
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま

す
が
'
明
日
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て

ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
見
送
り
ま
す
｡

そ
の
後
､
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た

ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
保
育

室
の
片
付
け
や
反
省
､
明
日
の
準
備

を
L
t
　
に
ぎ
や
か
な
幼
稚
園
の
一
日

が
終
わ
り
ま
す
｡

職
員
一
同
､
い
つ
も
笑
顔
で
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
､
明
る
い
幼
稚
園

で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
｡

｢
今
日
は
楽
し
か
っ
た
!
ま
た
明
日
'

遊
ぼ
う
ね
｣
と
言
っ
て
て
-
れ
る
子

ど
も
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
の
幼
稚
園
を

目
指
し
､
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
'

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
来
園
-
だ
さ
い
｡
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▲12月1日から26E]に開催された西平畑公園のク

リスマスイルミネーション｡素晴らしい夜景を眺
めに､足を運ばれた方も多いことでしょう｡日を
経るごとに来園者も増え､好評のうちに幕を閉じ
ました｡今年の冬もお楽しみに!

西平畑公園の催し物

112月1 1 Ej (香) ､総合的な学習の時間の一環

として育ててきたもち米で､寄小学棟5年生が
もちつきと学習発表会を行いました｡年間を
通じて行った農業体巌は､おいしいおもちの
味と共に子どもたちにとって､小学赦時代の
忘れられない思い出となることでしょう｡

開　園　時　間　9:00-16:00

今月の休園日　1-5､13､14､19､26日

町民文化センター大ITt -ル催し物L28B38.B75.R2芹

烹塞､≒p､;…､､.. �� 傴R�

5 佇��松田町賀詞交換会.表彰式 ���｣���入場自由 傀駝�擺�xC�2��##��

12 佇��松田町成人式 ���｣���入場自由 ��h･Xｧx�擺�xC�2縱�#��

17 18 �7��?｢�おじさん臭さよなら講演会 ���｣��ﾒ���(��ﾗX���10,000円 �(i$ｩY�ｷb�xC�Cc2ﾓ�"��s迭�

土 �*ﾉj�h嶌5ｨ985��ｸ齪皦馼ｼb�14:00 徴��ﾃ���冷�森みゆき 剌ｬ人1,200円 

ファミリーコンサート 剴俣卲�300円増 

生涯学習課
℡83･7021

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡

*駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください｡

*今月の休館日は､1-4､13､ 19､26日です｡

明けましておめでとうございます｡とご挨拶しながらも年末年始休みの関係から､わが町の広

報1月号は1 2月中の発行スケジュール｡皆さんの手元に届く頃は､年末の慌しい最中かもしれ

ませんl昨年1月号より広報を担当し､また同じ月号に戻ってきたのだと思うと､月日の流れの

早さを感じずにはいられません｡毎月締切に追われながらの作業で､終わってみれば｢もっと

こうすれば良かったなあ｣と反省することばかり｡ 1年経っての進歩といえば､風邪をひかない

よう健康情報に詳しくなったこと!? l皆さんに興味を持って読んでいただける広報紙を副旨

し､課題を持ち少しずつでも進歩していかなければ･ -と目標だけは高く｡戦争や景気の悪さ

など暗い話題の多かった昨年｡誰もが笑顔になれるような明るい1年となりますように｡ 〕

言　.守

ト12月4Ej (木) ､町生きがい事業団による奉仕作業が行

われました｡これは､事業因に所属する皆さんによるボ
ランティアで､毎年未に町の玄関口である役場周辺の清
掃を行っています｡

新しい年をス､ソキリとした気分で迎えられますね｡

今月の納税田
納期限

町県民税(4期)　　2月2日(月)

国民健康保険税(9期) 2月2日(月)

介護保険料(普徴7期) 2月2日(月)

【聞合せ】町民税班℡83･1224

国保年金班℡83･1225

福　祉　班℡83･1226

※税金等のお支払いは､便利な口座

振り替えをご利用ください｡

相談鯛ま獅聞)Bj

法　　律　　◆ 9:00-ll:00

8日(木)･2月3日(火)

町民文化センター

人権･行政　◆10:00-12:00

15日(木)町民文化センター

年金相談　　◆13:00-15:00

21日(水)役場1階町民室

すくすく育児相談
6日(火)9:30-10:30

健康福祉センター
20日(火)9:30-10:30

字津茂地域集会施設
ツベルクリン反応検査
5日(月)13:00-13:20

19日(月) 13:00-13:15(予備)

健康福祉センター
ツベルクリン判定･ BCG接種

7日(水) 13:00-13:20

21日(水) 13:00-13:15(予備)

健康福祉センター
母親･父親教室
①　8日(木)13:00-13:30

② 15日(木)13:00-13:30

③④22日(木) 9:30-10:00午後まで

⑤　29日(木)13:00-13:30

健康福祉センター
離乳食講習会

14日(水)9:45-10:00

健康福祉センター
2歳児歯科健診
23日(金) 13:00-13:20

健康福祉センター
1歳6か月児健康診査
28日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター
おとな健康相談,

8日･15日･29日(木)

9:30-10:30

健康福祉センター
22日(木)9:30-10:30

文化センター第二学習室
火曜体操会
6日(火)9:30-10:00

文化センター展示ホール

ll 1月24Ej (月･祝) ､上郡幼稚園サッカー大会が行

われましたo町からも第一､第2､寄幼稚園の園児有志
で構成された3チームが参加｡寒空の下､元気にポー
ルを追いかけていました｡また､まつだBチームが3
位に入賞を果たし､表彰式では大きな拍手を受けて
いました｡

戸籍の窓l8
11月16日から12月15日まで受け付

けた方※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　　保護者　地　区
ゆな′

土屋　佑　奈　良　文　沢　尻
ゆうと

小津　悠　斗　　晃　　谷　津
れな

川田　怜　奈　浩　一　町　屋
り上う

伊揮　　瞭　　佳久平　宮　前
こうせい

尾崎　晃　生　雄　一　町　屋
まあや

川野　異変弥　哲　靖　宇津茂
すずか

小室　鈴　華　徹　治　城　山
まさと

小川　優　期　裕　之　町　屋
ほヤと

久保　勇　人　幸　宏　河　内

お悔やみ申t/上げます

金丸　は　つ
ひとみ

吉田　一　美

飯田　まつ江
こうじ

中津川英　二
あきら

渋谷　　章
とLよ,

古矢　俊　男

高橋　コ　ト
きみこ

中津川君　子
いさお

遠藤　　功
みつこ

和田　光　子
いちりく

佐藤　市　陸
てるj3

佐々木昭　男

●編集･発行　松田町総務部企画財政課　面258-8585枚田町松田惣領2037番地℡83 ･ 1222　町HPアドレスhttp=//town.matsuda.ka'nagawa.jp/

こ
の
広
報
紙
は
､
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
､
0
0
%
古
紙
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
印
刷
に
使
わ
れ
る
イ
ン
ク
は
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡
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